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船舶事故調査報告書 
 

令和７年７月１６日 

運輸安全委員会（海事部会）議決 

委 員 長  李 家 賢 一 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

委   員  上 野 道 雄 

委   員  早 田 久 子 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 釣り客死亡 

発生日時 令和６年１０月１６日 １４時４６分ごろ 

発生場所 佐賀県唐津市小
お

川
がわ

島北方沖 

 呼子
よ ぶ こ

平瀬
ひ ら せ

灯台から真方位００６°２.４海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３３°３７.３′ 東経１２９°５４.９′） 

船舶事故の概要 

 

 遊漁船登
と

美
み

福
ふく

丸は、船長が１人で乗り組み、釣り客８人を乗せ、福

岡県糸島市福吉漁港に帰航中、釣り客１人が落水して死亡した。 

事故調査の経過 令和６年１１月１日、本事故の調査を担当する主管調査官ほか１人

の船舶事故調査官を指名した。 

令和６年１１月６日、１５日、令和７年２月７日、１２日口述聴取 

令和６年１１月７日、８日現場調査及び口述聴取 

令和６年１１月１４日、２９日、令和７年２月１０日回答書受領 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

遊漁船 登美福丸、４.７４トン 

ＦＯ３－２８７９９（漁船登録番号）、個人所有 

 １０.７４ｍ（Lr）×２.６２ｍ×０.７７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１７４.０kＷ、昭和５３年１２月 

第２９０－２８３４２号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 写真１ 本船 
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 乗組員等に関する情報 船長 ７４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５０年９月１２日 

免許証交付日 令和２年３月３０日 

（令和７年５月３０日まで有効） 

釣り客Ａ ８３歳 

 死傷者等 死亡 １人（釣り客Ａ） 

 損傷 なし 

気象・海象 (1) 気象 

   本事故発生場所の南南東方約１６.５km に位置する唐津地域気象

観測所及び北西方約２０.３km に位置する石田地域気象観測所にお

ける観測値は、次のとおりであった。（表１、図１参照） 

 

項目 

 

時刻 

唐津 石田 

気温 
(℃) 

風向 
風速 

(ｍ/ｓ) 
気温 
(℃) 

風向 
風速 

(ｍ/ｓ) 

05:00 21.4 西 0.6 21.6 西北西 1.3 

12:00 25.4 北 3.3 25.0 北東 7.8 

15:00 25.8 北 3.3 25.2 北北東 6.9 

※上記の観測所は、陸上に所在しており、本事故発生場所（海上）と比較
し、周辺の地形等の影響を受けている。 

(2) 船長の観測 

   船長の口述によれば、次のとおりであった。 

① １２時ごろ 

福吉漁港出航時（０５時ごろ）は、風及び波がなく海上は穏

やかな状態であったが、１２時ごろから北東方向からの風が吹

き始め、風が強くなるにしたがって波が高くなった。 

  ② １５時ごろ 

本事故当時（１５時ごろ）の海上の状態は、次のとおりであっ

た。 

風 北東の風、約８m/s 

波浪 目測による波高は、約１ｍであり、一部に白波が立ってい

た。時折大きな波があり最大で約２ｍで一部に白波が立

っていた。 

(3)  付近航行船舶の観測 

   １４時００分ごろ、本事故発生場所の南東方約２Ｍを航行して

いた旅客フェリーの乗組員の観測によれば、次のとおりであっ

た。 

天候 気温 

(°) 
風向 風速 

(ｍ/s) 

波高 

(m) 

視程 

(M) 

薄曇り 28.0 北東 13 1.0 10 

表１ 観測所における気象観測値 
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  「パラシュート型シーアンカー」とは、パラシュートのように水中で開く帆布製の錨をいう。風浪中に漂泊して釣り

などを行うときに使用すると、船体姿勢が安定し、横揺れや圧流を抑える効果がある。 
2  「風浪」とは、風の吹く海域でその風によって生じる波のこと。他の海域にまで伝わった風浪をうねりと呼ぶ。

波浪は両者の総称。 

(4) 海水温 

   海上保安庁の情報によれば、本事故当日、事故発生場所付近の

海水温は、２４℃であった。 

 事故の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本船出航から釣り客Ａの落水に至るまでの経過 

本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客Ａ、落水の状況を目

撃した釣り客１人（以下「釣り客Ｂ」という。）及び本事故の発

生を通報した釣り客１人（以下「釣り客Ｃ」という。）を含む釣

り客８人を乗せ、令和６年１０月１６日０５時００分ごろ、遊漁

の目的で、長崎県壱岐
い き

市壱岐島南方沖の遊漁ポイント（以下単に

「ポイント」という。）に向けて福吉漁港を出航した。 

本船は、壱岐島南方沖のポイントで遊漁を行い、その後、唐津

市加唐
か か ら

島南方沖のポイントを経て、１２時３０分ごろ、小川島北

方沖のポイントに到着し、船尾からパラシュート型シーアンカー

を投入した状態で漂泊して、遊漁を行った。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、１４時３０分ごろ、北東方向の風が強まり、風浪 2 が高

くなって白波が立ってきたので、釣り客から了承を得た上で遊漁

を終了して帰航することとし、釣り客に対し、釣り竿
ざお

等の道具

（以下単に「道具」という。）を片付けるよう伝えた。 

船長は、船尾甲板でウインチを使用してパラシュート型シーア

ンカーの揚収作業を終えた後、釣り客全員が道具を片付け始めて

いることを確認した。 

船長は、パラシュート型シーアンカーを揚収したことにより、

風浪による船体動揺が大きくなったので、早く航行を開始したい

玄界灘 

図１ 本船の移動状況（口述に基づく） 

宮 崎
港 

福吉漁港 

小川島 

壱岐島 

唐津湾 

加唐島 

① 壱岐島南方沖 

③ 小川島北方沖 

② 加唐島南方沖 

1M 

● 

● 

● 

福岡県 

長崎県 
石田地域気象観測所 

唐津地域気象観測所 
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と思い、操舵室に入り、機関の始動を行った。 

船長は、本船が右舷船尾方から風浪を受けて船首が南西方向に

向いていたので、本船を右旋回させて南東方向の福吉漁港に向け

ようとした。   

船長は、１４時４５分ごろ、航行を開始し、右旋回を続けなが

ら、約３ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）まで増速し

た。 

船首甲板の右舷側前方にいた釣り客Ｂは、道具の片付けを終

え、船尾方を向いて椅子に腰を掛けていたところ、本船が航行を

開始し、右旋回するのに伴い、船体がやや左舷側に傾斜していく

のを感じていた。 

釣り客Ｂは、本船が航行を開始して約１分後、右旋回が終わ

り、直進を始めて左舷側への傾斜が戻るとき、左舷側からの波を

受けて船体が大きく右舷側に傾き、船首甲板の右舷側後方（操舵

室右前方下部）にいた釣り客Ａが「あっ」という声を発し、頭か

ら右舷側に落水するのを目撃した。  

（図２ 参照） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 釣り客Ａの落水後の状況 

釣り客Ｂは、操舵室の船長に向け、本船を停止するように大声

で叫び、船長が同室窓から顔を出したので、釣り客１人が落水し

たことを伝え、船尾方の海面に浮いている釣り客Ａを指さした。 

船長は、釣り客Ｂから釣り客Ａの落水を聞き、船尾方を見たと

ころ、釣り客Ａが頭部を海面に出して浮いていたので、急いで本

船を反転させて救助に向かった。 

速力約３kn 

パラシュート型シーアンカー 

福吉漁港（方向） 

波（風）の方向 

小川島（方向） 

図２ 口述に基づく本船の動静（概要） 

① 遊漁中 

② 14 時 45 分ごろ  
航行開始 

③ 14 時 46 分ごろ 
   釣り客 A が落水 
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本船は、風浪で動揺しており、釣り客Ａになかなか近づくこと

ができず、また、釣り客数人が船上から救命胴衣やシーアンカー

の浮きなど浮力を有するものを海上に投げ入れたが、釣り客Ａま

で届かなかった。 

釣り客Ａは、落水直後は頭部を上げて顔を本船の方に向けて手

を挙げる動作をしていたが、落水から約１０分経過した頃、頭部

が下がり、顔が海面に浸
つ

かる姿勢になっていた。 

船長は、本船を釣り客Ａのそばに寄せることが困難であり、自

ら海上で救助する必要があると思い、できるだけ本船を釣り客Ａ

に近づけた状態で海に飛び込み、釣り客Ａに向かって泳ぎ、釣り

客Ａの体を両手でつかんだ。 

釣り客Ａは、１５時１０分ごろ、海面で船長に支えられなが

ら、甲板上の釣り客３人によって船上に引き揚げられた。 

引き揚げられた釣り客Ａは、口から泡を吹き意識がない状態で

あり、釣り客数人によって心肺蘇生が行われたものの、容態に変

化はなかった。 

船長は、１５時１５分ごろ、家族に電話連絡し、所属する漁業

協同組合等に連絡するよう伝え、福吉漁港に向けて帰航を開始し

た。 

釣り客Ｃは、１５時２０分ごろ本事故の発生を海上保安庁に通

報した。 

本船は、１６時１０分ごろ、福吉漁港に帰港し、待機していた

救急車に釣り客Ａを引き渡した。 

釣り客Ａは、救急車で福岡県福岡市内の病院に搬送されたが、

１７時ごろ死亡が確認され、直接死因は溺水と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

その他の事項 

 

(1) 船体構造等に関する情報 

① 船体構造及び乗船位置 

本船は、船体中央部のやや後方に操舵室が、その下部に船室

が配置されており、船首甲板と船尾甲板が釣り座となってい

た。 

釣り座には、ゴム製のマットが敷かれていた。 

（写真２ 参照）   
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3  「ブルワーク」とは、人や貨物が船外に落ちないように、又は波が甲板に打ち込まないように暴露甲板舷側に設

けられた囲いをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故が発生した際、船上にいた釣り客等の位置は、図３のとお

りであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ブルワークの高さ 

本船の甲板（船首甲板）のブルワーク 3 は、高さが甲板から約

４３cm、幅が約１９cm であり、また、中央部のブルワーク上端

から海面までの高さが約８９cm であった。（図４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 船上の釣り客等の位置 

写真２ 釣り座 

船首甲板 船尾甲板 

ブルワークの高さ 

約４３cm 

ブルワークの幅 

図４ ブルワークの高さ等 

ゴム製のマット 
ゴム製のマット 

ブルワーク上端から海面までの高さ 

ブルワークの計測位置 

約１９cm 

約８９cm 

船首方向 

釣り客Ａ 

船首甲板 

釣り客 C（船室内） 釣り客 B 

船尾甲板 

釣り客 船 長 

操舵室 

排気管 

釣り客 
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③ 操舵室からの死角 

操舵室における船長の操船位置からは、同室の壁面等により

右舷中央部等に甲板上の死角があり、右舷中央部の釣り客Ａの

いた場所を確認することができなかった。（写真３、図５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置状況 

本船にＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、設置されていな 

かった。 

(2) 本船の運航に関する情報  

① 船長の経歴等 

船長は、遊漁船業の適正化に関する法律（昭和６３年法律第

９９号）（以下「遊漁船業法」という。）第３条に基づき、自身

を遊漁船業務主任者（以下「業務主任者」という。）として福岡

県知事の登録を受けて遊漁船業を営んでいた。 

船長は、本船で福吉漁港を起点とした遊漁船業を約３５年間

営んでおり、夏季の多客期には月に１２、１３日の頻度で、そ

れ以外の時期は月に１、２日の頻度で遊漁を行っていた。 

本事故当日、船長の健康状態は良好であった。  

② 業務規程の記載  

本船の業務規程には、「安全の確保のための船長及び業務主任

者が遵守すべき事項」（別表６）及び「出航中止基準及び帰航基

準」（別表７）として、おおむね次のとおり定められていた。 

 

別表６の概略 

航行中及び利用者が水産動植物を採捕している間、船長及び業務主任者は以

下のとおり行動します。 

○ 一般的事項 

・航行中、波の影響により船体が動揺するときは、波の状況について適切な見

張りを行うとともに、波に対する進路の変更を行い、かつ、安全な速力まで

十分な減速を行うことにより、船体動揺の軽減に努めます。 

・航行中、波の影響により船体が動揺して危険が予想されるときは、利用者に対し

て動揺が比較的小さい船体中央より後方の部分に乗船するよう指導します。 

・乗船中は、船室内にいる場合を除き、救命胴衣を着用させます。 
 

写真３ 船長の操船位置からの見通し 

船 長 

操舵室 

釣り客Ａ 

甲板上の死角範囲（概略） 

図５ 甲板上の死角範囲 

船首方向 

排気管 
排気管 

船首方向 
マスト 

船室上部 
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別表７の概略 

〇 出航中止基準 

  出航地や案内する漁場、出航地から案内する漁場までの間において、以下

のいずれかの状況となっている場合、出航を中止します。          

・海上警報（風、霧等）、波浪警報、津波警報・注意報の発令中 

・出航地の波高  ２.５ｍ/s 以上 

・出航地の風速    ８ｍ以上 

・出航地の視程  ３００ｍ未満 

〇 帰航基準   

 案内する漁場において、以下のいずれかの状況に至った場合、帰航するこ

ととします。 

・海上警報（風、霧等）、波浪警報の発令 

・利用者に急病人やケガ人が出たとき               

・漁場における波高 ２.５ｍ以上 

・漁場における風速   ８ｍ/s 以上   

・漁場における視程 ３００ｍ未満   

・落雷のおそれがあるとき 

・上記の他、利用者の安全の確保が困難になると予想されるとき 

③ 本事故当時の運航及び安全確保の状況等 

船長は、遊漁を終え、小川島北方沖のポイントから福吉漁港

に帰航する際、風浪による船体動揺が大きくなったので、早く

航行を開始したいと思い、釣り客に対し、本船が動き出す旨の

案内等を行わないまま航行を開始した。 

船長は、本事故発生時、風浪が高くなっている状況下であっ

たが、釣り客に対し、座席の移動等の安全確保に関する注意事

項を伝えていなかった。 

船長は、釣り客Ａを乗船させるに当たり、釣り客Ａの身体の

状態を考えると不安があったが、乗下船時は自身や他の釣り客

が手助けをすればよく、航行中は縦揺れの少ない操舵室前（船

体中央部付近）に座ってもらうようにすれば大丈夫と思って受

け入れた。 

本事故当日の釣り客は、全員が本船に乗船した経験が複数回

あった。 

(3) 釣り客Ａに関する情報 

① 本船への乗船 

釣り客Ａは、約１０年前から年２～３回程度、本船を利用し

ていた。 

② 健康状態 

釣り客Ａは、約２０年前に脳梗塞を発症して以来、足腰が悪

く、歩行速度が遅くなる等の症状があった。また、約１年前か

ら右手に痺
しび

れが出るなどの症状があり健康面に不安があること

から、ここ１年程度は遊漁船の利用を控えていたが、本船が 

１０月１６日（本事故当日）に運航することを船長から伝えら
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れ、利用することとした。 

釣り客Ａは、タラップを使用して本船に乗船する際、釣り客

数人に体を支えてもらっていた。    

③ 落水時の姿勢等 

釣り客Ｂは、本事故が発生する直前、釣り客Ａが、右舷側を

向いて、しゃがんだ姿勢で腰を浮かせた状態で顔を下に向けて

いる様子を見ていた。(図６参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

釣り客Ｂ以外の釣り客は、釣り客Ａが落水する状況を見てい

なかった。     

④  救命胴衣の着用状況 

船長は、乗船前に釣り客全員が救命胴衣を着用していること

を確認していた。 

釣り客Ａは、海上から引き揚げられた際、自らが持参した首

掛け型の膨張式救命胴衣を着用していた。 

(4) 本事故当時の船体動揺に関する情報（船長及び釣り客の口述） 

 乗船位置 状況 

船  長 操舵室 左右に大きく揺れていたが、足を踏ん張り、体を支え

た。甲板上のクーラーボックスなどが移動するような

ことはなかった。 

釣り客Ｂ 船首甲板 船体が大きく右舷側に傾いたので、手でブルワーク

をつかみ、足を踏ん張った姿勢で体を支えた。 

この時、右舷側ブルワーク上端から海面までの高さ

が約５０cm（傾斜がない状態時は約８９cm）であっ

た。 

釣り客Ｃ 船室 船室に入り、腰を掛けようと中腰の姿勢であったとこ

ろ、左舷側から右舷側に大きく動揺し、体が投げ飛

ばされた。   

(5) 遊漁船からの釣り客の落水事故事例に関する情報 

運輸安全委員会が、平成２１年から令和６年までに調査を行っ

た、遊漁船釣り客の落水死亡事故は、１３件である。（表２参照） 

 

 

 

図６ 釣り客Ａの姿勢（再現イメージ） 
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4  「船員の低体温症対策ガイドブック（２０１７年２月第一版発行、編集者 国際条約に対応する船員訓練等に関

する調査研究専門委員会、発行所 一般財団法人海技振興センター）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 水温と生存に関する情報 

水温と生存との関係について、文献 4 によれば、水温が２０℃～ 

２５℃の場合、予想生存時間は３時間以上である。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

 

あり 

なし 

あり 

(1) 事故発生時の船体動揺に関する解析 

① 気象・海象の影響 

本事故当時の風速は、船長の観測が８m/s、付近航行船舶の観

測が１３m/s であり、業務規程の基準を超える値であったものと

考えられる。 

本事故当時の波浪は、１２時ごろから吹続
す い ぞ く

した北東方向の風に

より風浪が発達し、波高が、平均約１ｍ、最大約２ｍの状態で 

あったものと考えられる。 

  ② 横揺れ状況の推定 

表２ 遊漁船からの釣り客の落水事故事例（死亡事故） 
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5  「外方傾斜」とは、船舶（排水型）が旋回する際、遠心力と船体側面の水圧の関係で、旋回方向の外側へ横傾斜

することをいう。 

本船は、右旋回中、外方傾斜 5 により左舷側に傾斜していた

が、福吉漁港がある南東方向に直進を開始し、左舷側への傾斜

が戻るとほぼ同時に左舷正横付近から前記①の風浪を受けたこと

により、右舷側に大きく傾斜した可能性が考えられる。 

③ 横揺れ傾斜角の推定 

本事故当時の右舷側への傾斜の程度を正確に推定することは

困難であるが、海面が水平であると仮定して平常時に８９cm あ

るブルワーク上端から海面までの高さが約５０cm（その他の事

項(4)参照）に減少する傾斜角を計算すると、約１７°となるこ

とから（図７参照）、本事故当時の風浪の状況によっては、これ

を超える大きな傾斜が生じていた可能性が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 落水の要因に関する解析 

① 本船の船体構造 

ａ ブルワークの状況 

本船のブルワークは、甲板からの高さが約４３cm であり、

その上に転落防止用の手すり等はなかった。 

ｂ 操船位置からの死角 

操舵室における船長の操船位置は、右舷中央部の釣り客Ａ

のいた場所が、死角となっていた。 

② 釣り客Ａの姿勢  

釣り客Ａは、本事故当時、右舷側を向いてしゃがんだ姿勢で

腰を浮かせ、顔を下に向けた状態であったことから、本船が右

舷側に傾斜した際、舷外に体が振り出されて体を支えることがで

きず、頭から舷外へ落水したものと推定される。    

③ 釣り客Ａの健康状態の影響 

ａ 釣り客Ａは、足腰が悪く、右手に痺れが出るなどの症状が

あり身体面が壮健ではなかったものと推定される。 

ｂ 前記ａから、釣り客Ａは、右舷側に傾斜した瞬間、手で船

体に掴まるなど、落水を防止する動作を取ることができな 

かった可能性があると考えられる。 

図７ 傾斜角の推算 



- 12 - 

 
6  現在、我が国においては、「高齢者の医療の確保に関する法律」（昭和５７年法律第８０号）などにより、６５ 

歳以上を高齢者と定義し、６５～７４歳を前期高齢者、７５歳以上を後期高齢者と呼ぶことが一般化している。 

(3) 落水後の状況等に関する解析 

① 事故発生時間等 

釣り客Ａは、落水から約２４分後の１５時１０分ごろ、船長

等によって救助され、甲板上に引き揚げられたものと考えられ

る。 

② 溺水に至る状況 

釣り客Ａは、落水後、手を挙げる動作をしていたことから、

落水後数分間は生存していたと考えられるが、その後、風浪が

高くなる中で気道に海水を吸い込み、溺水により死亡したもの

と考えられる。  

③ 身体面等の影響 

釣り客Ａは、救命胴衣を着用し、海面に浮いた状態であっ

た。本事故発生海域の水温は２４℃（気象・海象(4)）であり、

その他の事項（(6)水温と生存に関する情報）に記述したよう

に、水温が２０℃以上の場合、予想生存時間は３時間以上とさ

れている。しかしながら、釣り客Ａが落水から救助までの間

（約２４分間）に死亡に至ったことについては、釣り客Ａの身

体面が壮健ではなく、高齢であり体力等がなかったことによ

り、波を不規則にかぶるなか呼吸の姿勢（口元の高さ）を確保す

ることができなかったことが関与した可能性があると考えられ

る。 

(4) 安全確保の状況に関する解析 

船長は、小川島北方沖のポイントから帰航する際、風浪が高く

なっている状況下、早く航行を開始したいと思い、釣り客に対

し、安全確保に関する注意喚起を行っていなかった。 

また、身体面が壮健ではなく高齢であり体力がなかった釣り客

Ａに対し、着座位置や姿勢等を確認して釣り客Ａの安全を確保す

ることなく、航行を開始したものと考えられる。      

(5) 同種事故の状況 

運輸安全委員会が調査を行った同種事故において、釣り客の死

亡者１３人のうち、８人が６５歳以上の高齢者 6であった。 

原因 本事故は、本船が福吉漁港に帰航する目的で航行中、船長が釣り客

Ａの着座位置や姿勢等を確認して釣り客Ａの安全を確保することなく

航行を開始したため、風浪を受けて右舷側に傾斜した際、釣り客Ａが

体を支えることができず落水して溺水したことにより発生したものと

考えられる。 

釣り客Ａが体を支えることができなかったのは、足腰が悪く、右手

に痺れが出るなど身体面が壮健でなかったことから、落水を防止する
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動作を取ることができなかった可能性があると考えられる。 

救命胴衣を着用していた釣り客Ａが、落水から救助までの間（約２４

分間）に死亡に至ったことについては、釣り客Ａの身体面が壮健でな

く、高齢であり体力等がなかったことにより、波を不規則にかぶるなか

呼吸の姿勢（口元の高さ）を確保することができなかったことが関与し

た可能性があると考えられる。 

再発防止策 

 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・遊漁船の船長は、航行を開始するときなど、船体の動揺や傾斜が

想定されるときは、利用者に対し、固定されているものにつかま

る等、安全な姿勢の確保を徹底させ、特にブルワークの低い遊漁

船は、舷側から離れるように注意喚起を行うこと。 

・遊漁船の船長は、大きな横波を受ける際は、急激な操舵を避け、波

浪に対して角度をつけた針路を取るなど船体動揺を軽減する操船を

行うこと。 

・遊漁船の船長は、体調面に不安のある者や高齢者は、落水などに

より死亡に至るリスクが高いことから、その乗船について安全が

確保できるかを船体設備や海況などをも踏まえて十分に検討する

こと。 

 ・船舶所有者は、ブルワークの低い遊漁船においては、航行時の船

体動揺による釣り客の落水防止のため、脱着可能な柵等を設置す

ることが望ましい。 

  ・遊漁船の船長は、落水者があった場合、直ちに自船で救助・救命

活動にあたるとともに海上保安庁に救助要請すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１M 

事故発生場所 
令和６年１０月１６日 
１４時４６分ごろ発生 

福岡県 

糸島市 

唐津湾 

佐賀県 

唐津市 

小川島 

加唐島 

福吉漁港 

呼子平瀬灯台 

福岡県 

佐賀県 

熊本県 


